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1

は
じ
め
に

　

十
世
紀
後
半
に
成
立
し
た
北
宋
（
九
六
〇
〜
一
一
二
七
年
）
は
、
唐
末
五
代
以
来
の
動
乱
を
収
め
て
中
国
（China Proper

）
の
再

統
一
を
達
成
す
る
と
前
代
の
藩
鎮
跋
扈
の
弊
害
に
鑑
み
、
成
立
当
初
よ
り
軍
事
政
策
に
お
け
る
中
央
集
権
・
強
幹
弱
枝
政
策
の
推
進
に

努
め
た
。
こ
の
よ
う
な
政
策
は
、
諸
藩
鎮
の
軍
事
力
を
都
・
開
封
に
集
め
て
皇
帝
直
轄
の
禁
軍
と
し
た
り
、
各
地
へ
派
遣
す
る
部
隊
も

定
期
的
に
交
替
さ
せ
る
更
戍
制
を
行
う
な
ど
、
辺
防
の
充
実
を
企
図
し
た
も
の
で
は
な
く
、
地
方
に
お
け
る
軍
事
力
の
定
着
な
ら
び
に

軍
事
司
令
官
と
軍
事
力
の
密
着
を
防
止
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
（
（
（
。

　

と
こ
ろ
が
一
方
で
、
中
国
の
再
統
一
を
達
成
し
た
北
宋
は
、
五
代
期
よ
り
中
原
王
朝
の
脅
威
で
あ
っ
た
遼
（
契
丹
）
と
直
接
対
峙

す
る
必
要
が
あ
り
、
ま
た
西
北
方
で
興
起
し
た
西
夏
（
党
項
）
や
南
方
で
独
立
し
た
大
越
（
前
黎
朝
・
李
朝
）
に
も
対
処
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
勢
力
と
対
峙
す
る
地
域
は
、
北
宋
一
代
を
通
じ
て
「
三
方
の
急
」
と
し
て
軍
事
的
に
重
要
視
さ
れ
て
い
た

［
金
成
奎
二
〇
〇
〇
］。
遼
と
の
間
で
は
燕
雲
十
六
州
を
め
ぐ
る
軍
事
衝
突
が
頻
発
し
て
い
た
が
、
一
〇
〇
四
年
に
澶
淵
の
盟
が
成
立
す

北
宋
陝
西
地
域
の
将
兵
制
と
地
方
統
治
体
制

伊　

藤　

一　

馬

キ
ー
ワ
ー
ド
：
北
宋
、
将
兵
制
、
陝
西
地
域
、
将
官
、
堡
寨
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る
と
、
両
者
の
間
に
長
期
的
な
安
定
が
も
た
ら
さ
れ
た
（
（
（
。
そ
の
後
、
北
宋
の
軍
事
的
な
重
心
は
西
夏
と
対
峙
す
る
陝
西
地
域
へ
移
り
、

陝
西
地
域
に
お
け
る
対
西
夏
政
策
と
し
て
の
軍
事
体
制
の
整
備
が
、
北
宋
の
国
策
に
お
け
る
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
く
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
陝
西
地
域
で
は
文
臣
の
経
略
安
撫
使
が
統
轄
す
る
軍
事
路
の
設
置
（
（
（

、
各
軍
事
路
に
軍
事
単
位
「
将
」
を
複
数

編
制
し
て
常
駐
さ
せ
る
将
兵
制
の
実
施
な
ど
が
行
わ
れ
る
（
（
（
。
こ
れ
ら
の
施
策
は
、
地
方
に
民
政
・
軍
事
双
方
で
強
大
な
権
限
を
有
す
る

指
導
者
や
、
地
方
に
定
着
・
常
駐
し
て
軍
事
行
動
に
従
事
す
る
軍
事
力
を
出
現
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
画
期
的
な
政
策
で
あ
る
と
言
え

る
。

　

将
兵
制
は
、
仁
宗
期
に
西
夏
の
李
元
昊
が
大
軍
で
北
宋
に
侵
攻
し
て
勃
発
し
た
宋
夏
戦
争
（
一
〇
三
八
～
一
〇
四
四
年
）
に
際
し

て
、
対
西
夏
防
衛
の
責
任
者
の
一
人
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
范
仲
淹
が
編
制
し
た
六
つ
の
「
将
」
を
嚆
矢
と
す
る
（
（
（
。
以
後
、「
将
」
は
陝

西
地
域
に
お
け
る
軍
事
体
制
の
中
核
と
な
り
、
仁
宗
期
か
ら
神
宗
期
の
陝
西
情
勢
の
変
化
と
と
も
に
展
開
し
、
領
域
拡
大
政
策
で
あ
る

熙
河
経
略
の
後
、
熙
寧
七
・
八
年
（
一
〇
七
四
・
一
〇
七
五
）
に
全
面
的
な
軍
事
体
制
の
再
編
と
し
て
将
兵
制
が
整
備
さ
れ
た
［
伊
藤

二
〇
一
一
、
五
一
―
五
三
頁
］。
将
兵
制
の
目
的
は
、
軍
事
力
の
常
駐
、
訓
練
の
徹
底
、
軍
事
力
運
用
の
効
率
化
や
冗
兵
・
冗
費
の
解

消
、
治
安
維
持
の
強
化
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
将
兵
制
は
、
神
宗
期
に
続
く
哲
宗
元
祐
年
間
（
一
〇
八
六
～
一
〇
九
三
年
）
に
司

馬
光
や
蘇
軾
ら
旧
法
党
か
ら
の
批
判
や
廃
止
要
求
を
受
け
た
も
の
の
（
（
（

、
陝
西
地
域
に
お
い
て
は
北
宋
最
末
期
～
南
宋
最
初
期
と
い
う
時

期
に
い
た
る
ま
で
維
持
さ
れ
て
お
り
（
（
（

、
将
兵
制
が
深
く
根
付
い
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

対
西
夏
前
線
に
当
た
る
陝
西
地
域
で
は
、
特
に
仁
宗
期
の
宋
夏
戦
争
以
降
、
経
略
安
撫
使
が
馬
歩
軍
都
部
署
な
ら
び
に
治
所
府
州
の

知
府
・
知
州
を
兼
任
し
、
軍
政
官
で
あ
る
鈐
轄
や
都
監
も
知
州
を
兼
任
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
陝
西
地
域
の
地
方
統
治
に

お
い
て
軍
事
と
民
政
は
不
可
分
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
将
兵
制
に
つ
い
て
も
、
陝
西
地
域
の
地
方
統
治
に
お
け
る
位
置
付
け
を
明
ら
か
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に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
将
兵
制
の
基
本
単
位
で
あ
る
「
将
」
の
性
格
や
、
官
僚
体
制
上
に
お
け
る

将
官
の
位
置
付
け
な
ど
に
つ
い
て
、
不
明
確
な
点
が
多
い
の
も
現
状
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ま
ず
、「
将
」
の
性
格
を
明
ら
か
に
し
、
地
方
統
治
体
制
に
お
け
る
「
将
」
の
役
割
を
考
察
す
る
。
次
に
、
将

官
の
官
僚
体
制
上
に
お
け
る
序
列
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
職
掌
に
も
触
れ
る
。
そ
の
際
に
、
先
行
研
究
で
将
官
に
職
掌
を
奪

わ
れ
る
形
で
変
貌
を
遂
げ
た
と
さ
れ
る
鈐
轄
や
都
監
と
将
官
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。
以
上
を
通
じ
て
、
将
兵
制
を
地
方
統

治
体
制
に
位
置
付
け
、
北
宋
後
期
の
陝
西
地
域
に
お
け
る
地
方
統
治
体
制
の
全
体
像
解
明
に
向
け
た
一
助
と
し
た
い
。

一　
「
将
」
の
性
格
と
役
割

（
一
）「
将
」
の
性
格

　

将
兵
制
の
施
行
に
よ
っ
て
各
路
に
編
制
さ
れ
た
「
将
」
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
は
、「
軍
団
」［
吉
田
一
九
四
一
、
二
〇
六
頁
］、「
訓
練

単
位
」［
羅
球
慶
一
九
五
七
、
二
四
五
頁
］、「
部
隊
編
制
単
位
」［
王
曽
瑜
一
九
八
三
、
一
〇
七
頁
］
や
「
訓
練
区
」［
金
毓
黻
一
九
九

一
、
四
八
頁
］、「
軍
区
」［
金
成
奎
二
〇
〇
〇
、
二
二
六
頁
］
な
ど
と
表
現
さ
れ
て
い
る
（
（
（

。
こ
れ
ら
の
表
現
が
、
必
ず
し
も
一
致
し
た

「
将
」
の
性
格
を
示
し
て
い
な
い
こ
と
は
一
見
し
て
明
ら
か
で
あ
る
。

　

将
兵
制
の
嚆
矢
と
さ
れ
る
范
仲
淹
に
よ
る
六
将
の
編
制
以
降
、
陝
西
地
域
に
お
け
る
軍
事
行
動
は
「
将
」
を
単
位
と
し
て
行
わ
れ
、

神
宗
熙
寧
年
間
（
一
〇
六
八
〜
一
〇
七
八
年
）
の
対
西
夏
戦
争
や
熙
河
経
略
で
は
「
将
」
が
中
核
を
担
っ
て
い
る
。
熙
河
経
略
後
の
陝

西
地
域
は
依
然
と
し
て
臨
戦
体
制
に
あ
り
、
熙
河
経
略
に
活
躍
し
た
武
将
や
部
隊
を
各
拠
点
に
駐
屯
さ
せ
、
軍
事
体
制
の
再
編
制
と
し

て
将
兵
制
が
成
立
し
た
。
す
な
わ
ち
、
成
立
当
初
の
将
兵
制
に
お
い
て
、「
将
」
は
軍
団
と
し
て
の
性
格
が
強
か
っ
た
と
言
え
る
。
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続
く
哲
宗
元
祐
年
間
に
は
、
宣
仁
太
后
の
垂
簾
聴
政
の
も
と
に
旧
法
党
が
権
力
を
握
り
、
対
外
消
極
政
策
に
転
じ
る
。
哲
宗
即
位
直

後
よ
り
司
馬
光
や
蘇
軾
に
よ
る
将
兵
制
批
判
な
ら
び
に
廃
止
要
求
が
た
び
た
び
繰
り
返
さ
れ
た
が
、
廃
止
が
議
論
さ
れ
た
形
跡
は
窺
え

ず
、
部
分
的
な
修
正
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
と
い
う
。
北
宋
が
再
び
対
外
積
極
政
策
に
転
ず
る
の
は
、
宣
仁
太
后
が
亡
く
な
り
哲
宗
の
親

政
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
で
あ
る
。

　

哲
宗
親
政
期
す
な
わ
ち
紹
聖
・
元
符
年
間
（
一
〇
九
四
～
一
一
〇
〇
年
）
に
は
、
陝
西
地
域
に
お
い
て
「
開
辺
策
」
と
呼
ば
れ
る
領

域
拡
大
政
策
が
採
ら
れ
た
。
こ
の
開
辺
策
は
、
対
象
と
す
る
地
域
や
交
通
の
要
衝
に
部
隊
を
進
出
さ
せ
、
ま
ず
堡
寨
を
築
い
て
拠
点
と

し
、
北
宋
の
統
治
体
制
に
組
み
込
む
も
の
で
あ
る
（
（
（
。
哲
宗
親
政
期
に
は
、
開
辺
策
に
基
づ
い
て
各
所
に
堡
寨
を
建
造
し
て
領
域
の
拡
大

に
成
功
す
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
開
辺
策
に
よ
っ
て
新
た
に
北
宋
の
統
治
体
制
に
組
み
込
ま
れ
た
地
域
に
、「
将
」

が
新
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

開
辺
策
に
と
も
な
っ
て
陝
西
地
域
に
新
設
さ
れ
た
「
将
」
は
、
涇
原
路
第
十
一
将
、
涇
原
路
第
十
二
将
、
涇
原
路
第
十
三
将
、
熙

河
路
第
六
将
も
し
く
は
第
七
将
、
熙
河
路
第
八
将
、
熙
河
路
第
九
将
で
あ
る
。
ま
た
、
河
東
路
第
十
三
将
の
新
設
に
と
も
な
い
、
河
東

路
第
九
将
で
は
改
編
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
新
設
の
「
将
」
は
、
そ
の
性
格
を
さ
ぐ
る
手
が
か
り
と
な
る
。
例
え
ば
、
元
符
二
年

（
一
〇
九
九
）
に
新
設
さ
れ
た
涇
原
路
第
十
三
将
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

一
、
涇
原
路
第
十
三
將
を
剏
置
し
、
應
て
西
安
州
・
天
都
・
臨
羌
寨
の
漢
蕃
の
兵
馬
は
并
び
に
本
將
に
隷
き
て
訓
練
を
管
轄
し
、

正
將
は
西
安
州
の
知
州
を
し
て
兼
ね
し
め
、
そ
の
副
將
は
天
都
寨
に
駐
劄
せ
し
め
、
仍
お
同
に
共
せ
て
西
安
州
及
び
兩
寨
の
地
分

を
管
認
せ
し
む
。［『
続
資
治
通
鑑
長
編
』（
以
下
、『
長
編
』）
巻
五
〇
八
、
哲
宗
元
符
二
年
の
条
］
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西
安
州
・
天
都
寨
・
臨
羌
寨
は
、
南
牟
会
・
灑
水
平
・
秋

葦
川
に
そ
れ
ぞ
れ
建
造
さ
れ
た
堡
寨
に
賜
名
さ
れ
、
西
安

州
に
は
七
千
、
天
都
寨
・
臨
羌
寨
に
は
三
千
ず
つ
の
兵
力

が
配
置
さ
れ
て
い
た
（
（（
（

。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
涇
原
路
第
十
三

将
は
西
安
州
・
天
都
寨
・
臨
羌
寨
に
配
置
さ
れ
た
兵
力

と
、
そ
れ
ら
の
地
域
も
管
轄
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
涇
原
路
第
十
三
将
の
正
将
は
知
西
安
州
が
兼
任

し
、
副
将
は
天
都
寨
に
駐
屯
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
涇

原
路
第
十
三
将
は
複
数
の
堡
寨
な
ら
び
に
そ
こ
に
配
置
さ

れ
た
兵
力
を
管
轄
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
紹
聖
四
年
（
一
〇
九
七
）
八
月
に
新
設
さ

れ
た
涇
原
路
第
十
一
将
は
平
夏
城
と
霊
平
寨
を
、
元
符
元

年
（
一
〇
九
八
）
六
月
に
新
設
さ
れ
た
涇
原
路
第
十
二
将

は
通
峡
寨
・
盪
羌
寨
・
九
羊
寨
を
管
轄
下
に
置
い
て
い

た
（
（（
（
。
ま
た
、
熙
河
路
第
九
将
で
は
正
将
が
湟
州
に
、
副
将

が
寧
塞
城
に
そ
れ
ぞ
れ
駐
屯
し
て
い
た
（
（（
（
。
さ
ら
に
、
河
東

路
で
は
元
符
二
年
八
月
に
第
十
三
将
を
新
設
し
て
晋
寧
軍

【地図】北宋後期の陝西地域（譚其驤（主編）『中国歴史地図集 第 6 冊 宋・
遼・金時期』を基に作成）



6

の
領
域
内
に
あ
る
通
秦
寨
・
寧
河
寨
・
彌
川
寨
を
管
轄
さ
せ
、
正
将
を
寧
河
寨
、
副
将
を
彌
川
寨
に
駐
屯
さ
せ
た
。
第
十
三
将
の
新
設

と
同
時
に
第
九
将
の
改
編
も
行
わ
れ
、
葭
蘆
寨
・
呉
堡
寨
・
神
泉
寨
・
烏
龍
寨
を
管
轄
し
、
正
将
が
葭
蘆
寨
に
、
副
将
が
烏
龍
寨
に
駐

屯
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
（（
（

。

　

以
上
に
よ
れ
ば
、
開
辺
策
に
よ
っ
て
新
設
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
「
将
」
は
、
複
数
の
堡
寨
を
管
轄
下
に
置
い
て
い
た
こ
と
が
共
通
点
と

し
て
指
摘
で
き
、
正
将
と
副
将
と
が
異
な
る
拠
点
に
駐
屯
し
て
い
た
こ
と
や
、
正
将
が
知
州
や
知
軍
を
兼
任
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
こ

と
も
分
か
る
。

　
「
将
」
が
複
数
の
堡
寨
な
ど
を
管
轄
下
に
置
い
て
い
た
こ
と
は
、「
宋
西
北
文
書
」
か
ら
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。「
宋
西
北
文

書
」
は
二
〇
世
紀
初
頭
に
ロ
シ
ア
の
コ
ズ
ロ
フ
探
検
隊
が
黒
水
城
遺
址
か
ら
発
見
・
将
来
し
た
一
〇
九
件
の
文
書
群
で
、
時
期
的
に
は

北
宋
宣
和
年
間
（
一
一
一
九
～
一
一
二
五
年
）
か
ら
南
宋
建
炎
四
年
（
一
一
三
一
）、
す
な
わ
ち
北
宋
末
期
か
ら
南
宋
最
初
期
に
属
す
。

内
容
は
鄜
延
路
を
中
心
と
す
る
軍
事
に
関
わ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
す
べ
て
鄜
延
路
第
七
将
の
官
司
に
保
管
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
（
（（
（
。
そ
の
う
ち
、
徳
靖
寨
か
ら
鄜
延
路
第
七
将
に
送
ら
れ
た
次
の
よ
う
な
文
書
が
あ
る
（
（（
（
。

「
宋
西
北
文
書
」
一
〇
九
―
一
四
文
書
（
（（
（

１　

德
靖
寨

２　
　

准
華
池
寨
牒
、
准
合
水
縣
牒
、
當
縣
於
今
月
初
二
日

３　
　

制
置
待
制
到
縣
止
宿
、
未
知
經
由
去
處
。
請
照
會
、

４　
　

更
切
關
報
前
路
者
。
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５　

右
、
謹
具
申

６　

第
七
將
。
謹
状
。

７　

建
炎
二
年
十
二
月　

日　

承
信
郎
權
德
靖
寨
兵
馬
監
押
劉　

廣
「
從
軍
」
状

８　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

從
義
郎
權
知
德
靖
寨
呂　
「
敦
禮
」

９　
　
「
初
五
日
」　

○
（
押
字
）　　

○
（
押
字
）

10　
　
「
初
五
日
」　

○
（
押
字
）　　

○
（
押
字
）

（
訳
文
）

徳
靖
寨

華
池
寨
か
ら
の
牒
式
文
書
に
よ
れ
ば
、「
受
領
し
た
合
水
県
の
牒
式
文
書
に
よ
れ
ば
、『
本
県
は
、
今
月
（
＝
建
炎
二
年
十
二

月
）
二
日
に
制
置
・
待
制
（
＝
王
庶
）
が
県
に
到
着
し
宿
泊
し
た
も
の
の
、［
宿
泊
後
の
］
経
過
や
行
き
先
は
分
か
ら
な
い
。

［
王
庶
の
所
在
を
］
照
会
し
、
さ
ら
に
［
華
池
寨
よ
り
］
先
々
へ
［
こ
の
件
を
］
報
告
す
る
よ
う
、
切
に
お
願
い
し
た
い
』」
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

右
［
の
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
］、
謹
ん
で
具
さ
に
第
七
将
に
上
申
す
る
。
謹
ん
で
状
す
。

建
炎
二
年
十
二
月　

日　

承
信
郎
権
徳
靖
寨
兵
馬
監
押 

劉
広
（
従
軍
中
に
つ
き
不
在
）
状
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

従
義
郎
権
知
徳
靖
寨
呂
敦
礼
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赤
木
氏
に
よ
れ
ば
本
文
書
は
統
属
関
係
に
あ
る
官
司
間
で
使
用
さ
れ
る
上
申
文
書
の
「
申
状
式
文
書
」
で
あ
る
（
（（
（
。「
宋
西
北
文
書
」
に

は
他
に
も
金
湯
城
・
徳
靖
寨
、
通
慶
城
に
駐
屯
す
る
鄜
延
路
第
七
副
将
か
ら
鄜
延
路
第
七
将
に
送
ら
れ
た
文
書
が
あ
る
が
（
（（
（

、
そ
れ
ら
は

す
べ
て
申
状
式
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
金
湯
城
・
徳
靖
寨
・
通
慶
城
が
鄜
延
路
第
七
将
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、「
将
」
は
管
轄
下
に
あ
る
複
数
の
堡
寨
な
ど
の
拠
点
、
お
よ
び
そ
こ
に
配
置
さ
れ
て
い
る
兵
力
・
人
員
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
「
将
」
は
陝
西
地
域
の
地
方
統
治
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
役
割
を

担
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

（
二
）「
将
」
の
役
割

　

本
節
で
は
地
方
統
治
体
制
に
お
け
る
「
将
」
の
役
割
を
検
討
し
た
い
。
ま
ず
、「
将
」
の
指
揮
官
で
あ
る
将
官
が
ど
の
よ
う
に
堡
寨

や
兵
力
・
人
員
を
管
轄
し
て
い
た
の
か
を
見
る
。

紹
聖
の
間
に
至
り
、
樞
密
院
言
え
ら
く
、「
往
時
軍
士
法
を
犯
す
に
、
將
官
は
專
ら
決
遣
す
る
を
得
れ
ば
、
故
に
事
の
留
滯
す
る

無
し
。
州
縣
官
軍
事
に
預
か
り
て
自
り
以
來
、
動
も
す
れ
ば
牽
制
せ
ら
れ
、
自
ら
裁
く
を
得
ざ
る
こ
と
多
し
。
欲
す
ら
く
は
仍

お
舊
法
に
依
り
、
及
び
諸
軍
の
除
轉
排
補
は
並
び
に
將
司
に
隷
か
し
め
、
州
縣
は
輒
り
に
預
か
る
を
得
る
を
無
か
ら
し
め
ん
こ
と

を
。
其
の
屯
駐
の
在
る
所
に
非
ざ
れ
ば
、
當
に
將
・
副
の
巡
歴
を
俟
ち
て
之
れ
を
決
し
、
餘
は
訓
練
官
に
委
ね
て
行
わ
ん
。」
詔

し
て
之
れ
に
從
う
。「『
宋
史
』
巻
一
八
八
、
兵
志
二
、
禁
軍
下
］

こ
の
史
料
に
は
注
目
す
べ
き
点
が
二
つ
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、
正
将
や
副
将
が
各
拠
点
を
「
巡
歴
」
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
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ち
、
将
官
が
各
拠
点
を
巡
回
し
て
管
轄
範
囲
を
管
理
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、「
将
司
」
と
い
う
語
が
見
え
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
将
司
は
、「
将
」
の
官
署
を
意
味
し
（
（（
（

、「
将
」
が
機
関
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

つ
ま
り
、「
将
」
と
は
複
数
の
堡
寨
な
ど
の
拠
点
な
ら
び
に
そ
こ
に
配
置
さ
れ
た
兵
力
・
人
員
か
ら
構
成
さ
れ
、
各
拠
点
を
将
官
が

巡
回
し
て
管
轄
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
将
官
が
巡
回
す
る
範
囲
が
、
各
「
将
」
に
設
定
さ
れ
た
管
轄
区
域
で
あ
り
、「
将
」
と
は

管
轄
区
域
す
な
わ
ち
軍
区
内
の
軍
政
を
統
轄
す
る
機
関
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

次
に
、「
将
」
と
堡
寨
、「
将
」
と
民
政
組
織
と
の
関
係
に
着
目
し
た
い
。
堡
寨
は
、
陝
西
地
域
の
各
地
に
大
量
に
建
造
さ
れ
た
軍
事

施
設
で
あ
る
。
そ
の
規
模
や
立
地
条
件
は
多
様
で
あ
り
、
そ
れ
に
応
じ
て
機
能
・
役
割
も
多
岐
に
亘
っ
て
い
る
が
、
対
西
夏
戦
略
に
お

い
て
極
め
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
（
（（
（
。「
将
」
は
こ
の
よ
う
な
堡
寨
を
管
轄
下
に
置
い
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
す
な
わ

ち
、
堡
寨
の
担
っ
て
い
た
役
割
や
機
能
を
統
轄
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
堡
寨
は
、
西
夏
軍
に
備
え
る
防
衛
拠
点
の
み
な
ら
ず
、

軍
糧
な
ど
の
物
資
供
給
の
拠
点
、
あ
る
い
は
交
易
の
拠
点
な
ど
と
し
て
の
機
能
も
有
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
北
宋
に
帰
属
す
る
熟
戸
の

統
治
の
た
め
の
拠
点
（
（（
（

と
し
て
の
役
割
も
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
堡
寨
は
軍
事
に
と
ど
ま
ら
な
い
役
割
を
有
し
て
お
り
、
そ
れ
を
統
轄
す

る
「
将
」
も
単
な
る
軍
事
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
方
統
治
に
お
け
る
役
割
も
期
待
さ
れ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

　

ま
た
、
民
政
組
織
で
あ
る
州
や
軍
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
涇
原
路
第
十
三
将
の
正
将
を
知
西
安
州
が
兼
任
し
て
い
た
よ
う
に
、
知

州
や
知
軍
が
将
官
を
兼
任
す
る
ケ
ー
ス
が
頻
見
さ
れ
る
。
特
に
陝
西
地
域
や
河
東
地
域
に
そ
の
事
例
が
多
く
見
ら
れ
る
（
（（
（

。
こ
の
こ
と

は
、
陝
西
地
域
に
お
い
て
、
将
官
に
期
待
さ
れ
て
い
る
役
割
と
知
州
や
知
軍
の
役
割
が
截
然
と
分
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
換

言
す
れ
ば
軍
事
と
民
政
が
不
可
分
で
あ
り
密
接
に
対
処
す
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
、「
将
」
と
州
・
軍
の
関
係

を
窺
わ
せ
る
も
の
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
史
料
が
あ
る
。
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丁
亥
、
詔
し
て
綏
德
城
も
て
綏
德
軍
と
爲
し
、
并
び
に
元
と
第
二
將
・
第
四
將
の
所
管
に
係
る
暖
泉
・
米
脂
・
開
光
・
義
合
・
懷

寧
・
克
戎
・
臨
夏
・
綏
平
寨
、
青
澗
城
、
永
寧
關
、
白
草
・
順
安
寨
を
將
て
、
並
び
に
本
軍
の
管
轄
に
隷
か
し
め
、
兩
將
の
主
簿

を
以
て
曹
官
と
爲
し
、
通
判
官
各
お
の
一
員
を
添
置
す
。
知
城
を
改
め
て
知
軍
と
爲
し
、
朝
廷
の
選
官
に
從
う
。
皆
な
呂
惠
卿
の

奏
請
を
用
う
る
な
り
。［『
長
編
』
巻
五
一
八
、
元
符
二
年
十
一
月
丁
亥
の
条
］

こ
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
も
と
も
と
鄜
延
路
第
二
将
と
第
四
将
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
諸
堡
寨
が
、
綏
徳
城
の
綏
徳
軍
へ
の
昇
格
に
と
も

な
っ
て
、
綏
徳
軍
の
管
轄
下
に
移
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
す
な
わ
ち
、
堡
寨
を
管
轄
す
る
役
割
を
「
将
」
の
み
が
担
っ
て
い
た
わ
け
で

は
な
い
こ
と
、「
将
」
と
州
・
軍
の
役
割
が
大
差
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　

そ
も
そ
も
、
対
西
夏
前
線
に
当
た
る
陝
西
地
域
は
、
軍
事
前
線
で
あ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
蕃
部
が
散
居
す
る
蕃
漢
雑
居
の
地
で

も
あ
っ
た
。
陝
西
地
域
の
安
定
的
な
統
治
、
な
ら
び
に
対
西
夏
戦
略
に
お
い
て
、
蕃
部
の
招
撫
や
軍
事
的
な
利
用
は
重
要
な
課
題
で
も

あ
っ
た
。
そ
れ
を
反
映
し
て
、
陝
西
地
域
で
は
知
州
や
知
軍
に
軍
事
の
み
な
ら
ず
蕃
情
に
も
通
じ
た
武
臣
が
多
く
起
用
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。
将
兵
制
以
前
は
、
鈐
轄
や
都
監
な
ど
が
知
州
・
知
軍
を
兼
任
し
て
い
た
が
、
将
兵
制
以
後
は
将
官
に
よ
る
兼
任
が
増
加
し
た

と
言
え
る
。
堡
寨
を
管
轄
下
に
置
き
、
地
方
統
治
に
お
い
て
軍
事
に
と
ど
ま
ら
な
い
役
割
を
期
待
さ
れ
て
い
た
「
将
」
の
指
揮
官
と
し

て
、
そ
れ
は
至
極
当
然
の
こ
と
と
言
え
よ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
陝
西
地
域
の
「
将
」
は
複
数
の
堡
寨
な
ら
び
に
そ
こ
に
配
置
さ
れ
る
兵
力
・
人
員
か
ら
構
成
さ
れ
、
軍
区
的
な
管

轄
区
域
を
有
す
る
性
格
の
機
関
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
言
え
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
役
割
は
軍
事
に
と
ど
ま
ら
ず
、
陝
西
地
域
の
統
治

体
制
に
お
い
て
、
民
政
と
も
不
可
分
な
も
の
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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二　

官
僚
体
制
に
お
け
る
将
官
の
位
置
付
け

（
一
）
将
官
の
序
列

　

范
仲
淹
が
宋
夏
戦
争
に
際
し
て
六
将
を
編
制
し
た
際
、
そ
の
指
揮
官
に
は
全
て
都
監
が
任
命
さ
れ
て
い
た
。
都
監
の
上
位
に
位
置

す
る
鈐
轄
や
副
都
部
署
は
、
複
数
の
「
将
」
の
部
隊
が
出
撃
す
る
際
に
、
各
将
の
指
揮
官
で
あ
る
都
監
同
士
の
無
用
な
軋
轢
を
防
ぐ
た

め
、
そ
の
全
体
を
統
轄
す
る
よ
う
に
求
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
仁
宗
皇
祐
年
間
（
一
〇
四
九
～
一
〇
五
四
年
）
や
英
宗
期
（
一
〇

六
四
〜
一
〇
六
八
年
）
に
入
る
と
、「
将
」
の
指
揮
官
に
は
鈐
轄
や
副
都
総
管
（
英
宗
の
諱
を
避
け
て
副
都
部
署
を
改
名
）
も
任
命
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
鈐
轄
や
副
都
総
管
の
地
位
が
低
下
し
た
の
で
は
な
く
、「
将
」
の
規
模
が
拡
大
し
た
た
め
に
責
任
が

増
し
た
こ
と
が
背
景
と
し
て
考
え
ら
れ
る
［
伊
藤
二
〇
一
一
、
五
〇
頁
］。

　

神
宗
熙
寧
年
間
の
西
夏
軍
の
侵
攻
へ
の
対
処
や
熙
河
経
略
な
ど
の
軍
事
行
動
に
お
い
て
、「
将
」
の
軍
馬
は
中
核
と
し
て
活
躍
し
た
。

こ
の
間
、
都
監
や
鈐
轄
は
も
と
よ
り
知
州
や
知
軍
、
知
城
な
ど
も
「
将
」
の
指
揮
官
に
任
命
さ
れ
て
お
り
、
都
監
や
鈐
轄
・
副
都
部
署

な
ど
に
限
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
、
熙
寧
七
・
八
年
に
軍
事
体
制
の
全
面
的
な
再
編
制
と
し
て
将
兵
制
が
整
備
さ

れ
る
と
将
官
の
任
用
に
関
わ
る
記
述
が
見
え
る
。
例
え
ば
、
熙
寧
七
年
九
月
に
河
北
地
域
の
三
十
七
将
を
編
制
し
た
際
に
は
、「
其
の

開
封
府
界
・
河
北
・
京
東
西
路
は
三
十
七
將
副
を
置
き
、
嘗
て
戰
陣
を
經
た
る
大
使
臣
を
選
び
訓
練
を
專
掌
せ
し
め
（
（（
（

」
と
あ
り
、
大
使

臣
を
将
官
に
任
用
す
る
よ
う
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
「
凡
そ
將
副
は
皆
な
内
殿
崇
班
以
上
、
嘗
て
戰
陳
・
親
民
を
歴
た
る
者
を
選
び

充
て
、
且
つ
監
司
に
詔
し
て
奏
擧
せ
し
む
（
（（
（
」
と
あ
る
よ
う
に
、
将
官
は
内
殿
崇
班
を
任
用
す
る
よ
う
述
べ
ら
れ
る
。

　

大
使
臣
と
は
、
正
八
品
か
ら
正
七
品
の
武
官
を
帯
び
た
武
臣
を
指
し
［
小
岩
井
一
九
八
二
／
梅
原
一
九
八
五
／
友
永
一
九
八
八
］、
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こ
の
大
使
臣
に
内
殿
崇
班
も
含
ま
れ
て
い
る
。
陝
西
地
域
の
将
官
に
つ
い
て
直
接

的
に
述
べ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
の
二
つ
の
史
料
か
ら
、
将
兵
制
成
立
当
初

の
将
官
に
、
大
使
臣
す
な
わ
ち
正
八
品
か
ら
正
七
品
の
武
臣
が
任
用
さ
れ
る
よ
う

規
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。
た
だ
、
こ
こ
で
規
定
さ
れ
て
い
る
の
は
寄

禄
官
で
あ
っ
て
、
差
遣
で
は
な
い
。
熙
寧
七
・
八
年
に
お
け
る
陝
西
各
路
の
将
官

の
差
遣
を
見
れ
ば
、
依
然
と
し
て
都
監
・
鈐
轄
・
副
都
総
管
に
加
え
、
知
州
・
知

軍
・
知
城
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
［
表
］。

　

す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
神
宗
期
に
続
く
哲
宗
元
祐
年
間
に
は
、
宣
仁
太
后
の

垂
簾
聴
政
の
も
と
で
旧
法
党
が
政
権
を
握
り
、
将
兵
制
の
廃
止
が
要
求
さ
れ
た
。

結
局
将
兵
制
の
廃
止
が
議
論
さ
れ
た
こ
と
は
史
料
中
に
窺
え
な
い
が
、
こ
こ
で
は

司
馬
光
や
蘇
軾
ら
が
指
摘
し
た
将
兵
制
の
問
題
点
に
着
目
し
た
い
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
羅
球
慶
氏
が
整
理
し
て
い
る
が
、
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
将
官
に
よ
る
地
方

権
力
の
侵
害
と
、「
設
官
重
複
」
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
は
、
各
路
の
兵
力
を
「
将
」

に
分
け
て
編
制
し
、
新
た
に
将
官
が
指
揮
官
と
し
て
管
轄
す
る
こ
と
で
、
従
来
は

軍
政
官
と
し
て
兵
力
を
管
轄
し
て
い
た
都
監
・
鈐
轄
・
副
都
総
管
や
知
州
・
知
県

な
ど
が
管
轄
す
べ
き
兵
力
を
失
っ
て
し
ま
う
こ
と
、
そ
の
よ
う
な
職
責
を
失
っ
て

し
ま
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
依
然
と
し
て
将
官
と
並
存
し
て
お
り
冗
費
の
要
因
で

表　将兵制成立当初の将官の差遣例

熙河路の将官
（熙寧八年三月）

都鈐轄・鈐轄・都監・巡検 『長編』巻261

秦鳳路の将官
（熙寧八年閏四月）

副都総管・鈐轄・熙河路訓練軍馬・蕃官
都巡検・駐泊都監

『長編』巻263

環慶路の将官
（熙寧八年五月）

副総管・都鈐轄・鈐轄・都監・知大順城・
慶州北路都監巡検

『長編』巻264

涇原路の将官
（熙寧八年五月）

副総管・鈐轄・都監 『長編』巻266

安南道行営の将官
（熙寧九年正月）

涇原路鈐轄・熙河路鈐轄・秦鳳路都監兼
知甘谷城・権発遣通遠軍・鄜延路都監・
権環慶路都監権発遣豊州

『長編』巻272
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あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
、
神
宗
期
の
将
兵
制
成
立
当
初
に
お
け
る
将
官
の
任
用
状
況
を
も
う
一
度
確
認
し
て
お
き
た
い
［
表
］。
そ
れ
ぞ
れ
の
差
遣

に
着
目
す
れ
ば
、
各
路
の
第
一
将
に
副
都
総
管
が
任
命
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
都
監
や
鈐
轄
（
都
鈐
轄
）
が
多
く
将
官
と
な
っ
て
お
り
、

さ
ら
に
は
都
巡
検
や
知
城
も
見
え
る
。
ま
た
、
神
宗
期
の
対
大
越
戦
争
に
際
し
て
組
織
さ
れ
た
安
南
道
行
営
に
派
遣
さ
れ
た
陝
西
・
河

東
・
河
北
地
域
の
将
官
に
は
権
発
遣
豊
州
や
権
発
遣
徳
順
軍
な
ど
の
差
遣
も
見
え
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
は
、
将
官
の
任
用
が
多
様
で
あ

る
と
と
も
に
、
司
馬
光
ら
が
指
摘
し
て
い
た
よ
う
に
将
官
に
よ
っ
て
従
来
の
軍
政
官
や
州
県
官
が
管
轄
す
べ
き
兵
力
を
奪
わ
れ
て
い
た

と
は
一
概
に
言
え
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

将
兵
制
成
立
以
降
の
将
官
と
従
来
の
軍
政
官
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
渡
邊
久
氏
が
次
の
よ
う
に
整
理
し
て
い
る
。
各
路
に
編
制
さ

れ
た
「
将
」
の
指
揮
官
に
都
監
な
ど
が
任
命
さ
れ
る
こ
と
で
駐
泊
都
監
や
州
都
監
は
影
を
潜
め
、
正
将
が
路
分
都
監
と
、
副
将
が
州
都

監
と
同
等
と
さ
れ
、
将
兵
制
の
中
に
都
監
な
ど
の
軍
政
官
が
発
展
的
に
解
消
さ
れ
た
と
い
う
。
ま
た
、
路
分
都
監
が
将
官
を
兼
ね
る
こ

と
で
統
制
上
の
矛
盾
も
生
じ
、
哲
宗
元
祐
年
間
に
は
都
監
の
任
務
が
独
立
し
て
あ
る
べ
き
と
も
さ
れ
て
い
た
。
最
終
的
に
都
監
は
大
幅

に
減
員
さ
れ
、
駐
泊
都
監
や
州
都
監
は
実
質
的
な
廃
止
状
態
と
な
り
、
彼
ら
の
職
務
が
将
官
に
継
承
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
［
渡
邊

一
九
九
四
、
四
六
―
五
一
頁
］。

　

以
上
に
よ
れ
ば
、
将
官
と
都
監
・
鈐
轄
な
ど
の
軍
政
官
の
間
の
区
別
が
非
常
に
曖
昧
で
あ
り
、
将
官
の
官
制
上
の
位
置
付
け
も
不
明

確
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
元
祐
年
間
に
お
い
て
そ
れ
ら
は
問
題
視
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
正
将
が
路
分
都
監
と
同
等
と
さ
れ
る
な

ど
、
依
然
と
し
て
曖
昧
な
ま
ま
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
な
将
官
と
軍
政
官
と
の
間
の
官
制
上
の
位
置
付
け
や
職
掌
の
区
別
が

明
確
に
な
っ
て
い
く
の
は
、
哲
宗
の
親
政
期
す
な
わ
ち
紹
聖
・
元
符
年
間
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
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紹
聖
三
年
、「
詔
し
て
諸
路
の
將
副
の
序
位
、
路
分
都
監
の
下
に
在
ら
し
む
（
（（
（
」
と
あ
る
よ
う
に
、
将
官
が
路
分
都
監
の
下
位
に
明
確

に
位
置
付
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
将
官
を
含
む
武
臣
の
昇
進
過
程
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
規
定
が
出
現
す
る
。

新
た
に
開
拓
せ
る
地
分
に
係
り
、
心
を
同
じ
く
し
て
防
守
扞
禦
す
る
に
全
藉
す
れ
ば
、
並
び
に
二
年
を
以
て
一
任
と
爲
さ
ん
こ
と

を
乞
う
。
本
路
極
邊
の
城
寨
官
・
巡
檢
の
合
に
得
べ
き
酬
奨
を
除
き
て
の
外
、
毎
員
更
に
特
轉
一
官
を
與
し
、
内
、
將
官
は
路
分

都
監
に
升
し
、
副
將
は
正
將
に
升
し
、
如
し
元
と
正
將
の
差
遣
に
係
れ
ば
、
亦
た
正
將
の
例
に
依
る
。
知
城
・
寨
主
は
副
將
に
升

さ
ん
。［『
長
編
』
巻
四
八
六
、
紹
聖
四
年
四
月
甲
辰
の
条
］

こ
れ
は
、
涇
原
路
第
十
一
将
の
新
設
に
際
し
て
、
本
来
任
期
が
三
年
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
二
年
一
任
と
し
、
昇
進
も
特
転
を
許
す
よ

う
に
す
る
な
ど
優
遇
措
置
を
と
る
よ
う
述
べ
て
い
る
と
と
も
に
、
そ
の
昇
進
過
程
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
知
城
・
寨

主
―
副
将
―
正
将
―
路
分
都
監
と
い
う
官
制
上
の
序
列
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。
元
符
二
年
に
建
造
さ
れ
た
西
安

州
・
天
都
寨
・
臨
羌
寨
な
ら
び
に
新
設
の
涇
原
路
第
十
三
将
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
昇
進
過
程
が
定
め
ら
れ
て
い
る
（
（（
（
。

　

ま
た
、
大
使
臣
以
上
の
寄
禄
官
を
有
す
る
武
臣
を
将
官
に
任
用
す
る
と
い
う
規
定
は
、
北
宋
末
期
～
南
宋
最
初
期
ま
で
適
用
さ
れ
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。「
宋
西
北
文
書
」
に
、「
武
翼
郎
權
鄜
延
路
第
七
副
將
孫
千
少
」［
一
〇
九
―
五
二
文
書
］
や
「
忠
翊
郎
知
通
慶
城

權
第
七
副
將
潘
通
」「
武
功
郎
鄜
延
路
第
七
副
將
張
順
」［
一
〇
九
―
六
四
文
書
］、「
副
將
郭
武
經
」［
一
〇
九
―
八
二
文
書
］、「
第
七

正
將
潘
大
夫
」［
一
〇
九
―
八
三
文
書
］
が
見
え
る
が
、
武
翼
郎
・
武
功
郎
は
従
七
品
で
あ
り
、
武
経
は
従
七
品
の
武
経
郎
を
指
し
、

大
夫
は
正
七
品
の
武
翼
・
武
義
・
武
経
・
武
略
・
武
節
・
武
顕
・
武
徳
・
武
功
大
夫
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
（
（（
（

。
忠
翊
郎
は
正
九
品
だ

が
、「
権
」
で
あ
る
の
で
本
来
の
官
品
よ
り
上
級
の
官
職
に
就
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
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以
上
に
よ
れ
ば
、
哲
宗
親
政
期
以
降
、
将
官
は
路
分
都
監
の
下
位
に
明
確
に
位
置
付
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
知
城
・
寨
主
―
副

将
―
正
将
―
路
分
都
監
と
い
う
昇
進
過
程
も
定
め
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
措
置
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
路
分
都
監
と
将
官
と
の
間
に

あ
っ
た
官
制
上
に
お
け
る
序
列
の
曖
昧
さ
は
解
消
さ
れ
、
両
者
の
間
に
明
確
な
上
下
関
係
が
生
じ
た
と
言
え
よ
う
。

（
二
）
将
官
の
職
掌

　

次
に
将
官
の
職
掌
を
確
認
し
て
お
く
。
将
兵
制
の
嚆
矢
で
あ
る
范
仲
淹
の
施
策
以
来
、「
将
」
の
編
制
に
は
指
揮
官
と
兵
士
の
間
の

緊
密
さ
を
得
る
こ
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
訓
練
の
徹
底
を
図
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
る
。
将
兵
制
施
行
後
に
お
い
て
も
、
将
官
が
訓

練
の
不
備
を
理
由
に
解
任
さ
れ
た
り
、
逆
に
訓
練
の
成
果
が
優
秀
で
あ
っ
た
こ
と
で
再
任
・
留
任
さ
れ
た
り
し
て
い
る
こ
と
か
ら
（
（（
（
、
訓

練
の
監
督
・
徹
底
が
将
官
の
重
要
な
職
掌
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
さ
ら
に
、
前
掲
の
『
宋
史
』
兵
志
の
記
事
か
ら
は
、
将
官
が

軍
法
に
基
づ
く
人
事
を
担
っ
て
い
た
こ
と
や
、
管
轄
下
に
あ
る
堡
寨
を
巡
歴
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
ら
は
平
時
に
お
け
る
将

官
の
職
掌
と
し
て
指
摘
で
き
よ
う
。

　

ま
た
、
当
然
な
が
ら
将
官
が
実
戦
指
揮
官
と
し
て
、
自
ら
軍
馬
を
率
い
て
出
撃
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
将
官
は
、
侵
入
し
て

き
た
西
夏
軍
を
迎
撃
・
撃
退
し
た
り
、
逆
に
「
出
界
」
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
出
撃
に
際
し
て
は
、
複
数
の
「
将
」
の

軍
馬
を
統
制
官
（
後
述
）
や
将
官
が
率
い
る
場
合
や
、
副
将
の
み
が
出
撃
す
る
場
合
な
ど
も
あ
っ
た
（
（（
（

。
軍
事
行
動
に
お
け
る
将
官
の
権

限
に
つ
い
て
は
、『
職
源
撮
要
』
に
「
各
お
の
正
・
副
有
り
、
軍
中
の
行
圖
・
陣
隊
・
調
發
・
賞
罰
は
、
皆
な
將
副
に
關
決
す
（
（（
（
」
と
あ

る
よ
う
に
、
計
略
・
隊
列
・
配
置
・
賞
罰
な
ど
の
判
断
・
決
定
が
す
べ
て
将
官
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
れ
ら
か
ら
、
将
官
が
平
時
に
お
い
て
は
管
轄
範
囲
に
お
け
る
軍
政
統
轄
者
と
し
て
、
戦
時
に
お
い
て
は
実
戦
指
揮
官
と
し
て
の
役
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割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
渡
邊
氏
に
よ
れ
ば
、
范
仲
淹
の
施
策
に
お
い
て
は
管
兵
権
と
指
揮
権
が
一
致
し
て
い
た

も
の
の
、
将
兵
制
に
よ
っ
て
両
者
は
明
確
に
分
か
れ
て
い
く
と
さ
れ
る
が
［
渡
邊
一
九
九
七
、
七
五
頁
］、
む
し
ろ
両
者
は
依
然
と
し

て
一
致
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
将
官
の
姿
は
、
都
監
や
鈐
轄
な
ど
軍
政
官
が
有
し
て

い
た
そ
れ
ま
で
の
職
掌
と
重
な
っ
て
い
る
。
既
述
の
通
り
、
将
官
と
都
監
・
鈐
轄
は
官
制
上
の
差
異
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
が
、
職
掌

の
面
で
は
ど
う
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

従
来
、
軍
政
官
と
し
て
の
姿
を
持
っ
て
い
た
都
監
・
鈐
轄
は
、
将
兵
制
以
降
は
し
だ
い
に
そ
の
職
掌
を
将
官
に
奪
わ
れ
、
実
戦
指
揮

官
と
し
て
の
姿
を
喪
失
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
［
渡
邊
一
九
九
四
、
四
六
―
五
一
頁
／
渡
邊
一
九
九
七
、
九
〇
―
九
一
頁
］。
そ
し
て
、

将
官
よ
り
上
位
の
存
在
と
し
て
、
路
内
の
軍
政
を
監
察
し
、
部
隊
の
指
揮
権
を
持
た
な
い
巡
回
官
へ
と
変
貌
し
た
と
さ
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
将
兵
制
以
前
に
軍
政
官
・
軍
事
指
揮
官
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
都
監
や
鈐
轄
な
ど
は
、
将
兵
制
成
立
当
初
に
は
将
官
を

兼
任
す
る
な
ど
し
て
い
た
も
の
の
、
そ
の
状
況
が
解
消
さ
れ
て
将
官
と
の
差
異
化
が
図
ら
れ
た
結
果
、
官
制
上
に
お
け
る
序
列
の
み
な

ら
ず
職
掌
も
明
確
に
分
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
都
監
や
鈐
轄
は
、
将
官
よ
り
も
上
位
の
存
在
と
し
て
、「
将
」
の
軍
政
を
監
督
す
る

立
場
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
都
監
や
鈐
轄
は
、
完
全
に
実
戦
か
ら
姿
を
消
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

　

哲
宗
期
以
降
、
陝
西
地
域
の
軍
事
行
動
に
お
い
て
臨
時
に
統
制
や
統
領
な
ど
が
任
命
さ
れ
る
事
例
が
頻
見
す
る
よ
う
に
な
る
。
本
稿

で
は
統
制
官
と
総
称
し
て
お
く
が
、
こ
の
統
制
官
は
複
数
の
「
将
」
の
軍
馬
を
束
ね
る
事
例
も
多
い
こ
と
か
ら
、
将
官
よ
り
も
上
位
だ

と
考
え
ら
れ
て
い
る
［
王
曽
瑜
一
九
八
三
、
一
一
一
―
一
一
三
頁
］。
ま
た
、
統
制
官
に
は
将
官
が
任
命
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
副

都
総
管
や
鈐
轄
・
都
監
が
任
命
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
統
制
官
の
役
割
と
は
仁
宗
期
の
鈐
轄
や
副
都
部
署
の
よ

う
に
、
複
数
の
「
将
」
の
軍
馬
に
よ
る
軍
事
行
動
の
際
に
無
用
な
軋
轢
を
防
ぐ
た
め
に
任
命
さ
れ
る
指
揮
官
と
考
え
ら
れ
る
。
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こ
の
臨
時
に
任
命
さ
れ
る
統
制
官
の
出
現
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
背
景
に
は
、
す
で
に
見
た
将
官
と
都

監
・
鈐
轄
の
区
別
や
都
監
・
鈐
轄
の
変
貌
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
官
制
上
に
お
け
る
将
官
の
位
置
付
け
が
明
確
に
な
っ
た
こ
と
で
、
将

官
は
路
分
都
監
に
昇
進
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
路
分
都
監
は
す
で
に
実
戦
を
指
揮
す
る
職
掌
を
失
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
将
官
が

路
分
都
監
に
昇
進
す
る
こ
と
は
、
実
戦
か
ら
離
れ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
、
有
能
で
功
績
を
多
く
挙
げ
る
ほ
ど
減
年
な
ど
に
よ
っ
て

そ
れ
が
早
ま
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
常
に
軍
事
的
緊
張
が
あ
り
、
有
能
な
実
戦
指
揮
官
が
一
人
で
も
多
く
求
め
ら
れ
る
陝
西
地
域
に

お
い
て
、
軍
事
的
に
見
れ
ば
そ
の
こ
と
は
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
で
あ
ろ
う
。
統
制
官
と
し
て
路
分
都
監
や
鈐
轄
に
実
戦
指
揮
官
の
役
割
を

与
え
る
こ
と
で
、
将
官
が
昇
進
し
て
も
依
然
と
し
て
実
戦
に
出
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
を
整
理
す
れ
ば
、
将
官
と
都
監
・
鈐
轄
は
、
将
兵
制
成
立
当
初
に
は
そ
の
官
制
上
の
位
置
付
け
や
職
掌
な
ど
が
未
分
化
で
あ

り
、
司
馬
光
ら
は
そ
の
点
を
問
題
視
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
問
題
の
解
消
が
図
ら
れ
た
結
果
、
将
官
は
路
分
都
監
の
下
位
に

明
確
に
位
置
付
け
ら
れ
、
平
時
に
お
け
る
軍
政
の
統
轄
者
、
戦
時
に
お
け
る
実
戦
指
揮
官
と
し
て
の
姿
を
確
立
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
そ

の
一
方
で
、
従
来
の
軍
政
官
で
あ
っ
た
都
監
や
鈐
轄
は
、
将
官
の
上
位
に
位
置
す
る
軍
政
監
察
官
と
い
う
姿
に
変
貌
し
つ
つ
も
、
有
事

に
お
け
る
統
制
官
と
し
て
実
戦
指
揮
官
の
姿
も
保
持
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
北
宋
の
将
兵
制
が
官
僚
体
制
や
地
方
統
治
体
制
の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
、
哲
宗
期
に
新

設
さ
れ
た
「
将
」
を
手
が
か
り
と
し
て
「
将
」
の
性
格
や
将
官
の
職
掌
な
ど
に
着
目
し
て
検
討
し
て
き
た
。

　

そ
の
結
果
、
哲
宗
期
に
は
、「
将
」
は
複
数
の
堡
寨
な
ど
の
拠
点
を
管
轄
下
に
置
き
、
軍
区
的
な
管
轄
区
域
を
有
す
る
軍
政
機
関
と
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し
て
の
性
格
で
あ
っ
た
こ
と
、
官
僚
体
系
に
お
い
て
将
官
は
路
分
都
監
の
下
位
に
明
確
に
位
置
付
け
ら
れ
、
実
戦
指
揮
官
と
軍
政
統
轄

官
と
い
う
二
つ
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
神
宗
期
の
将
兵
制
成
立
当
初
に
お
い
て
、
陝
西
地
域
で
は
臨
戦
体
制

を
維
持
し
て
い
た
た
め
に
「
将
」
は
軍
団
と
し
て
の
性
格
が
強
く
、
将
官
と
都
監
・
鈐
轄
な
ど
と
の
官
制
上
の
差
異
が
曖
昧
で
あ
り
、

将
兵
制
の
地
方
統
治
体
制
に
お
け
る
役
割
や
制
度
的
な
位
置
付
け
は
定
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
、
哲
宗
期
、
と
り
わ
け
親
政
期

に
入
る
と
、「
将
」
は
管
轄
区
域
内
の
軍
政
を
統
轄
す
る
た
め
の
機
関
と
し
て
の
性
格
を
も
ち
、
将
官
は
「
将
」
の
軍
政
の
統
轄
官
と

実
戦
指
揮
官
と
い
う
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
地
方
統
治
体
制
の
中
に
「
将
」
―
堡
寨
と
い
う
軍
政
を
担
う
関

係
が
定
着
し
、
将
兵
制
が
地
方
統
治
体
制
や
官
僚
制
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
陝
西
地
域
に
お
い
て
、
将
兵
制
は
民
政
と
も
密
接
に
関
わ
っ
て
い
た
と
言
え
る
。
涇
原
路
第
十
三
将
と
知
西
安
州
の
よ
う

に
、
将
官
と
知
州
・
知
軍
の
兼
任
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
そ
の
好
例
で
あ
ろ
う
。
陝
西
地
域
で
は
、
堡
寨
が
県
と
同
格
の
行

政
機
関
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
近
藤
氏
は
州
寨
制
と
い
う
統
治
体
制
を
指
摘
す
る
［
近
藤
二
〇
〇
五
、
八
頁
］。
し
か
し
、

本
稿
で
述
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
は
、
陝
西
地
域
で
は
「
将
」
―
堡
寨
と
い
う
統
属
関
係
が
厳
然
と
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
り
、
陝
西
地
域
で
は
州
県
制
・
州
寨
制
に
加
え
、
将
寨
制
と
も
言
う
べ
き
体
制
が
あ
り
、
こ
の
三
者
が
渾
然
と
な
っ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
北
宋
の
軍
事
最
前
線
地
域
で
あ
る
陝
西
地
域
の
統
治
体
制
に
お
い
て
、
軍
事
と
民
政
と
は
截
然
と
分
け
ら
れ
る

も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
民
政
と
軍
政
と
が
一
体
と
な
っ
て
い
た
の
が
実
態
で
あ
ろ
う
。
将
兵
制
施
行
後
の
「
将
」
と
将
官
は
、
こ
の

よ
う
な
陝
西
地
域
の
統
治
体
制
の
一
端
を
間
違
い
な
く
担
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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注（
1
）	

北
宋
の
軍
事
政
策
に
お
け
る
中
央
集
権
政
策
や
強
幹
弱
枝
政
策
に
つ
い
て
は
、
堀
一
九
五
三
、
一
四
一
頁
／
王
曽
瑜
一
九
八
三
、
五
五
―
五

八
頁
／
張
徳
宗
一
九
八
三
、
二
〇
五
―
二
〇
六
頁
な
ど
を
参
照
。

（
2
）	
た
だ
し
、
澶
淵
の
盟
以
後
も
遼
は
北
宋
に
と
っ
て
脅
威
で
あ
り
続
け
、
そ
の
動
向
に
は
常
に
注
意
を
払
っ
て
い
た
。
遼
側
も
軍
事
侵
攻
こ
そ

行
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
北
宋
が
対
西
夏
政
策
に
腐
心
し
て
い
る
状
況
に
乗
じ
て
、
増
幣
交
渉
や
地
界
交
渉
な
ど
を
持
ち
か
け
て
い
た
。

（
3
）	

経
略
安
撫
使
や
軍
事
路
に
つ
い
て
は
羅
文
一
九
九
二
／
李
昌
憲
一
九
九
九
／
渡
邊
一
九
九
九
な
ど
を
参
照
。

（
4
）	

将
兵
制
の
概
略
や
実
施
過
程
に
つ
い
て
は
、
羅
球
慶
一
九
五
七
、
二
四
二
―
二
四
四
頁
／
王
曽
瑜
一
九
八
三
、
九
五
―
一
〇
二
頁
／
張
徳
宗

一
九
八
三
、
二
〇
八
―
二
〇
九
頁
／
李
昌
憲
一
九
九
二
／
金
成
奎
二
〇
〇
〇
、
二
三
〇
―
二
三
四
頁
／
與
座
二
〇
〇
九
ａ
／
與
座
二
〇
〇
九

ｂ
／
與
座
二
〇
一
〇
／
伊
藤
二
〇
一
一
な
ど
を
参
照
。

（
5
）	

范
仲
淹
の
編
制
し
た
六
将
に
つ
い
て
は
、
王
曽
瑜
一
九
八
三
、
九
六
頁
／
竺
沙
一
九
九
五
、
一
五
六
頁
／
渡
邊
一
九
九
七
、
七
四
―
七
五
頁

／
伊
藤
二
〇
一
一
、
四
〇
―
四
二
頁
な
ど
を
参
照
。

（
6
）	

司
馬
光
や
蘇
軾
ら
の
将
兵
制
批
判
に
つ
い
て
は
、
羅
球
慶
一
九
五
七
／
金
成
奎
二
〇
〇
〇
な
ど
を
参
照
。
ま
た
、
将
兵
制
は
王
安
石
新
法
の

ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
が
［
漆
俠
一
九
五
九
、
二
五
一
頁
／
小
笠
原
一
九
五
四
、
二
三
五
頁
］、
王
曽
瑜
氏
は
将
兵
制
へ
の
王
安

石
の
関
与
は
小
さ
い
と
し
［
王
曽
瑜
一
九
八
三
、
九
六
頁
］、
與
座
良
一
氏
に
よ
れ
ば
旧
法
党
内
部
に
お
い
て
も
将
兵
制
へ
の
姿
勢
は
一
致
し

て
お
ら
ず
、
新
法
党
と
旧
法
党
の
間
の
争
点
に
は
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
［
與
座
二
〇
〇
九
ａ
、
六
―
一
三
頁
］。

（
7
）	

北
宋
末
期
～
南
宋
最
初
期
に
陝
西
地
域
で
将
兵
制
が
維
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
黒
水
城
（
カ
ラ
ホ
ト
）
出
土
の
「
宋
西
北
辺
境
軍
政
文

書
」（
以
下
、「
宋
西
北
文
書
」）
よ
り
確
認
で
き
る
。
金
に
よ
る
開
封
の
陥
落
・
占
領
の
た
め
に
中
央
政
府
と
の
連
絡
が
途
絶
し
た
後
も
、
陝

西
地
域
に
お
い
て
は
将
兵
制
に
基
づ
く
軍
事
体
制
が
維
持
さ
れ
て
い
た
［
伊
藤
二
〇
一
二
ａ
］。

（
8
）	H
ucker

氏
は
「
将
」
の
指
揮
官
で
あ
る
将
官
の
英
語
訳
と
し
て
「A

rea General

」
と
い
う
語
を
用
い
て
お
り
［H

ucker 1985, pp. 139, 
208

］、「
将
」
の
性
格
と
し
て
区
域
を
想
定
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

（
9
）	

開
辺
策
に
つ
い
て
は
、
李
蔚
一
九
八
九
／
李
華
瑞
一
九
九
八
、
九
一
―
九
六
頁
、
一
九
三
―
一
九
六
頁
／
曽
瑞
龍
二
〇
〇
六
、
一
三
八
―
一

六
四
頁
な
ど
を
参
照
。
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（
10
）	『
長
編
』
巻
五
〇
八
、
元
符
二
年
の
条
。

（
11
）	

涇
原
路
第
十
一
将
に
つ
い
て
は
『
長
編
』
巻
四
八
六
、
紹
聖
四
年
四
月
甲
辰
の
条
、
涇
原
路
第
十
二
将
に
つ
い
て
は
『
長
編
』
巻
四
九
九
、

元
符
元
年
六
月
丙
午
の
条
を
参
照
。

（
12
）	『
長
編
』
巻
五
一
六
、
元
符
二
年
閏
九
月
戊
寅
の
条
。

（
13
）	『
長
編
』
巻
五
一
四
、
元
符
二
年
八
月
辛
卯
の
条
。

（
14
）	「
宋
西
北
文
書
」
の
概
略
に
つ
い
て
は
、
近
藤
二
〇
〇
五
／
孫
継
民
二
〇
〇
九
／
赤
木
二
〇
一
二
／
伊
藤
二
〇
一
二
ｂ
な
ど
を
参
照
。

（
15
）	「
宋
西
北
文
書
」
の
各
文
書
に
は
「
叙
録
」
や
孫
継
民
二
〇
〇
九
が
題
名
を
付
し
て
い
る
が
、
文
書
書
式
や
発
信
者
・
受
信
者
な
ど
を
誤
解

し
て
い
る
点
も
あ
る
た
め
、
本
稿
で
は
一
〇
九
―
一
四
文
書
の
よ
う
に
通
し
番
号
を
用
い
て
表
記
す
る
。

（
16
）	

写
真
図
版
は
『
俄
蔵
黒
水
城
』
第
六
巻
、
一
七
七
頁
、
録
文
は
孫
継
民
二
〇
〇
九
、
二
五
―
二
六
頁
／
赤
木
二
〇
一
二
、
六
八
頁
を
参
照
。

な
お
、
訳
文
も
赤
木
二
〇
一
二
、
六
八
頁
に
提
示
さ
れ
て
い
る
。

（
17
）	

宋
代
の
申
状
式
文
書
に
つ
い
て
は
、
赤
木
二
〇
一
二
、
六
〇
頁
を
参
照
。

（
18
）	

金
湯
城
か
ら
発
出
さ
れ
た
も
の
に
、
一
〇
九
―
一
三
、
一
〇
九
―
七
一
、
一
〇
九
―
七
六
、
一
〇
九
―
二
四
＋
七
七
、
一
〇
九
―
四
五
＋
一

五
＋
四
八
＋
九
五
＋
八
〇
、
一
〇
九
―
八
三
＋
二
七
文
書
が
、
徳
靖
寨
か
ら
発
出
さ
れ
た
も
の
に
、
一
〇
九
―
九
三
、
一
〇
九
―
一
四
文
書

が
あ
り
、
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＋
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れ
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司
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あ
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。
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／
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介
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。
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SUMMARY
The Military Regimental System (jiangbing 将兵制) and the 
Government System in Shaanxi (陝西) Region in the Northern Song 
Dynasty

Kazuma Ito

The aim of the present article is to examine the government 
system in Shaanxi region in the latter of the Northern Song Dynasty 
with the character of jiang (将) which were formed during the reign of 
Emperor Shenzong (神宗) and the rating or the role of the director of 
jiang (jiangguan 将官) in the bureaucratic system.

First, I focused on jiang newly-formed during the reign of 
Emperor Zhezong (哲宗), and I pointed out that jiang played the role 
of the military institution which had territory and administered several 
forts (baozhai 堡寨) and the forces or personnel deployed there. In other 
words, jiang had character of the military area. 

Secondly, I considered the rating or the role of jiangguan in the 
bureaucratic system. As a result, I proved that jiangguan was ranked 
under the Director-in-chief (lufen dujian 路分都監 ) and that jiangguan 
played two roles, that is, the commander and the supervisor. 

In conclusion, jianbing system in the government system of 
Shaanxi region not only played the role of the supervisor of military 
administration but also beard regional administration closely relating 
with civil administration. 


